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萬
葉
集
「
紳
之
埼
狭
野
」

の
難
澁
を
詠
じ
た
歌
は
多
い
が
、
一
の
長
忌
寸

奥
麻
呂
の
一
首
は
自
己
の
開
験
を
表
躙
し
た
作
品
に
相
違
な
い
。

苦
毛
零
来
雨
可
紳
之
埼
狭
野
乃
渡
余
家
裳
不
有
國
ー
ニ
六
五
ー

第
三
句
「
紳
之
埼
」
は
寛
永
本
に
は
「
ミ
ワ
ノ
ザ
キ
」
と
訓
み
、

「
カ
ミ
ノ
サ
キ
」
以
外
に
従
来
異
論
も
無
か
っ
た
や
う
て
あ
る
が
、

温
古
堂
本
に
「
ニ
ワ
ノ
サ
キ
」
と
異
訓
を
存
し
て
ゐ
る
の
み
て
、

今
日
ま
て
の
萬
葉
學
者
て
温
古
堂
本
の
訓
に
従
っ
た
人
も
知
ら
な

い
。
紳
の
字
を
「
＝
ー
ワ
」
と
訓
む
こ
と
は
、
和
泉
國
に
「
上
軸
谷
」

と
い
ふ
地
名
が
あ
っ
て
『
倭
名
抄
』
て
は
「
加
無
都
美
和
」
と

訓
を
興
へ
て
ゐ
る
が
、
現
在
て
は
「
＝
ー
ワ
グ
ニ
」
と
稲
し
て
ゐ
る

の
を
傍
醗
と
す
る
こ
と
が
可
能
て
あ
る
。
紳
を
「
ニ
ワ
」
と
訓
む

典
腺
を
未
だ
知
ら
な
い
が
、
祭
0

「
―
―
ワ
」
な
ど
の
場
所
の
意
が
、

誹
其
も
の
に
轄
じ
た
の
て
あ
ら
う
。
『
延
喜
式
』
の
紳
名
帳
に
尾

張
國
丹
猜
郡
爾
波
誹
計
が
見
え
る
如
き
も
同
系
の
語
に
出
づ
る
の

て
あ
ら
う
か
。
し
か
し
其
祭
紳
は
丹
莉
氏
の
祖
紳
と
い
ふ
説
に

致
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
伴
信
友
の
『
紳
名
帳
考
證
』
に

「
肺
之
埼
狭
野
」
の
試
訓

の
試
訓

四

爾

波

紳

祉

紳

八

井

耳

命

者

尾

張

丹

猜

臣

島

田

祖
也

0
今
在
高
雄
庄
丹
猜
盆
波
イ
）
村
〔
和
紗
〕
丹
莉
〔
閻
帳
〕

従
三
位
爾
波
天
紳

と
記
さ
れ
、
『
大
日
本
史
紳
祇
志
』
に
は

爾
設
神
社
え
瓢
開
罰
鱈
蓋
祀
尾
張
丹
蒻
臣
祖
誹
八
井
耳
命

古
事
記

延
喜
式

と
同
説
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
温
古
常
本
の
「
ニ
ワ
ノ
サ

キ
」
の
訓
は
「
紳
」
を
「
ニ
ワ
」
と
訓
じ
得
る
可
能
性
を
示
す
に

過
ぎ
な
い
も
の
て
、
ニ
ワ
ノ
サ
キ
と
い
ふ
地
名
が
あ
っ
た
と
い
ふ

典
腺
に
は
な
ら
な
い
。
『
大
日
本
地
名
諮
甚
』
の
索
引
に
も
『
日

本
地
名
大
陥
典
』
に
も
一
ー
ワ
ノ
サ
キ
は
見
常
ら
ず
、
湿
古
堂
本
0

訓

は

採

用

し

難

い

と

い

る

。

の
訓
は
「
ミ
ワ
ノ
サ
キ
サ
ノ
」
と
あ
る

が
四
訓
て
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
仙
覺
の
『
萬
葉
集
註

に
も
「
ミ
ワ
ノ
サ
キ
サ
ノ
」
と
あ
っ
て
、
之
が
平
安
朝
以
来

偲
承
さ
れ
て
来
た
訓
て
あ
る
こ
と
つ
て
ゐ
る
。
然
る
に
此
訓

昔

代

机
~
園

.1 



に
封
し
て
初
め
て
異
を
樹
て
た
の
は
荷
田
春
満
て
あ
る
。
彼
の
説

を
信
名
が
編
斡
し
た
『
萬
葉
鵞
蒙
抄
』
に
「
カ
ミ
ノ
サ
キ
サ
ノ
」

と
訓
ん
て
あ
る
。
し
か
し
彼
の
門
人
賀
茂
鱈
淵
は
之
を
再
び
「
ミ

ワ
ノ
サ
キ
サ
ヌ
」
に
還
元
し
た
。
に
も
不
拘
鱈
淵
の
門
人
、
荒
木

田
久
老
は
更
に
「
カ
ミ
ノ
サ
キ
サ
ヌ
」
を
提
唱
し
、
孫
弟
子
岸
本

由
豆
流
も
之
を
踏
襲
し
た
。
尤
も
夙
く
か
ら
藤
原
定
家
は
「
ミ
ワ

ガ
サ
キ
サ
ノ
」
に
従
つ
て
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
に
此
詠
を
賊
せ
て

ゐ
る
し
、
藤
原
為
家
撰
の
『
萬
葉
集
佳
詞
』
や
『
綬
古
今
和
歌
集
』

に
も
「
ミ
ワ
ノ
サ
キ
サ
ノ
」
が
採
用
さ
れ
、
中
批
の
由
阿
は
『
青

葉
丹
花
抄
』
に
「
ミ
〈
ノ
サ
キ
サ
ノ
」
と
よ
み
、
宗
祇
も
『
寓
葉

抄
』
に
「
ミ
ワ
カ
サ
キ
サ
ノ
」
を
襲
ひ
、
下
河
邊
長
流
や
契
沖
に

至
る
ま
て
、
姦
そ
の
ま
ま
此
説
が
行
は
れ
た
の
て
あ
る
。
唯
前
者
は

「
ミ
ワ
ガ
サ
キ
サ
ノ
」
後
者
は
「
ミ
ワ
ノ
サ
キ
サ
ノ
」
と
所
有
格

の
助
詞
の
小
異
が
あ
る
の
み
て
あ
る
。
大
勢
は
依
然
と
し
て
「
ミ

ワ
ノ
サ
キ
」
の
側
に
あ
る
。
今
左
に
一
覧
表
を
提
示
し
て
訓
詰
の

造
を
顧
る
こ
と
に
す
る
。

ミ
ワ
ノ
ナ
キ
サ
ノ
酉
本
願
寺
本
、
仙
覺
抄
、
佳
詞
、
宵
葉
丹

花
抄
、
目
安
補
正
、
代
匠
記
、
買
永
本
、
類
句
、
校
異
本
、

定
本
、
新
訂
選
闘
、
絞
古
今
和
歌
集
、
正
訓
本
、
新
見
、
評

（
佐
佐
木
信
綱
）
、
大
成
本
、
八
雲
御
抄
、

新
勅
撰
和
歌
集
、
宗
祇
抄
、
名
寄
、
天
膀

全
註
鰐
、
新
定
本
、
古
径
、
考
説
、
新

間
、
欝
話
、

ミ
ワ
ガ
サ
キ
サ
ノ 「

紳
之
埼
狭
野
」
の
試
訓

訂
新
訓
本
、
日
本
古
典
全
書
本
、
寓
葉
の
遺
跡
を
さ
ぐ
る

（
國
文
學
解
輝
と
鑑
賞
、
昭
和
廿
七
年
一
月
競
）
、
事
典
、
日
本
古

典
文
學
大
系
本
、

ミ
ワ
ノ
サ
キ
サ
ヌ
考
、
新
考
（
宍
藤
野
雁
）
、
新
考
（
井
上
迦
泰
）
、

靡
典
初
版
、
新
解
初
版
、
作
者
類
別
年
代
順
本
、
講
義
、
新

瓢
初
版
、
年
表
（
土
尻
文
明
）
、
符
就
本
、
日
本
文
學
大
成
本
、

評
闘
（
窪
田
空
穏
）

カ
ミ
ノ
サ
キ
サ
ノ
〗
皐
蒙
抄
、
楢
の
柚
、
目
安
補
正
、
名
歌
選
、

カ
ミ
ノ
サ
キ
サ
ヌ
槻
落
葉
、
孜
読
、
古
義
、
註
疏
、
選
繹
初

版
、
紀
行
、
私
注
、
網
索
引
、
萬
葉
集
研
究
百
首
選
（
齋

藤
茂
吉
編
）
、

ミ
ワ
ガ
サ
キ
サ
ヌ
略
解
、
檜
嬬
手
、
地
理
考
、
評
瓢
（
金
子

元
臣
）
、
緯
霞
、
新
講
、
新
狡
本
、
秀
歌
、
佳
詞
、
口
桑

ミ
ワ
ガ
サ
キ
和
歌
色
葉
、

以
上
の
詣
訓
を
通
翌
す
る
に
、
「
ミ
ワ
ノ
サ
キ
サ
ノ
」
或
い
は
「
ミ

ワ
ガ
サ
キ
ナ
ノ
」
の
二
系
列
に
落
付
く
如
く
て
あ
る
。
し
か
し
て

「
ヌ
」
は
「
ノ
」
昔
の
一
種
と
す
る
説
が
橋
本
進
吉
拇
士
の
上
代

特
殊
恨
名
造
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
め
ら
れ
て
か
ら
、
最
近
の
訓

法
は
皆
「
サ
ノ
」
と
醤
訓
に
還
元
し
て
、
賀
茂
鱈
淵
が
提
唱
し
た

「
サ
ヌ
」
の
訓
法
は
一
態
解
消
す
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
此

「
ミ
ワ
ノ
サ
キ
サ
ノ
」
を
地
名
と
し
て
佃
虞
に
擬
定
す
る
か
に
依

四
四



つ
て
、
此
訓
の
決
定
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
此
地
名
は
も
と
動
揺

性
を
持
つ
て
ゐ
て
、
中
批
以
来
定
説
を
見
な
か
っ
た
の
て
あ
る
。

『
仙
覺
抄
』
に
は
次
の
如
く
説
い
て
ゐ
る
。

ミ
ワ
ノ
サ
キ
、
五
代
集
歌
枕
―
―
/
、
大
和
國
ト
シ
ル
セ
リ
。
然

而
＝
ノ
ミ
ワ
ノ
ザ
キ
近
江
欺
。
近
江
―
ー
ミ
和
祉
ア
リ
。
今
歌
ノ

前
後
ノ
歌
、
近
江
ノ
詞
ア
ル
故
也
。

更
に
『
青
葉
丹
花
抄
』
に
於
て
由
阿
は
仙
覺
の
説
を
襲
ひ
、
左
の

如
く
近
江
説
を
繰
返
し
て
ゐ
る
。

さ
の
の
渡
は
近
江
國
に
有
。

仙
覺
が
近
江
説
を
提
唱
し
た
の
は
此
歌
の
前
後
に
、
原
本
に
は
近

江
の
歌
が
あ
る
か
ら
て
あ
る
。
下
河
邊
長
流
の
『
萬
葉
集
名
寄
』
に

て
は
、
之
を
大
和
國
の
分
類
に
入
れ
て
居
る
。
『
萬
葉
代
匠
記
』
に

於
て
契
沖
は
初
め
て
紀
伊
説
を
提
唱
し
た
。
初
稿
本
に
い
ふ
所
と

精
撰
本
に
論
ず
る
所
と
は
大
盟
同
一
趣
旨
て
あ
る
。
初
稿
本
に
は

今
案
、
是
は
ふ
た
つ
な
か
ら
紀
州
の
名
所
な
り
、
あ
る
俯
の
、

紀
州
に
緑
あ
り
て
た
ひ
た
ひ
ま
か
り
け
る
か
か
た
れ
る
は
、
熊

野
に
ち
か
き
海
へ
に
み
わ
さ
き
と
い
ふ
所
あ
り
て
、
や
か
て
と

な
り
て
さ
の
と
い
ふ
所
あ
り
。

と
、
紀
州
へ
屈
々
旅
す
る
俯
侶
の
談
話
を
の
せ
、
精
撰
本
に
は

或
僧
ノ
紀
州
二
緑
ア
リ
テ
度
々
往
来
セ
シ
カ
語
侍
リ
シ
ぐ
熊

野
ョ
リ
四
ノ
―
-
、
ミ
ワ
ザ
キ
、
サ
ノ
ト
テ
雨
虞
ッ
ツ
キ
テ

侍
ル
ト
申
キ

「
肺
之
埼
狭
野
」
の

四
五

と
殆
ん
ど
同
説
を
掲
げ
て
ゐ
る
が
、
彼
の
友
人
か
ら
確
か
め
得
た

の
て
餘
程
自
信
が
あ
っ
た
の
て
あ
ら
う
。

し
て
み
る
。

近
江
。
仙
畳
抄
、
詞
林
釆
葉
抄
、
青
葉
丹
花
抄
、
霞
蒙
抄
、

大
和
。
名
寄
、
内
言
字
考
箇
用
集
、
楕
鴫
呪
筆
、
井
蛙
抄
、
詞

林
釆
葉
抄
、
口
闘
、
新
解
、
全
闘
、
新
定
本
、
大
成
風
土
篇
、

紀
伊
。
代
匠
記
、
考
、
槻
落
葉
、
略
解
、
孜
證
、
宝
膀
間
、
古

義
、
目
安
柿
正
、
註
疏
、
新
考
（
安
藤
野
証
）
ゞ
新
考
（
井
上

通
泰
）
、
給
嬬
手
、
選
胃
靡
典
（
佐
佐
木
信
網
）
、
靡
典
（
折

口
信
夫
）
、
考
説
、
大
日
本
地
名
扉
ば
、
日
本
古
典
全

害

本

、

地

（

全

子

元
臣
）
、

（
窪
田
空
穏
）
、

秀
歌
、
闊
話
、
全
詞
佳
調
、
拾
詞
抄
、
名
歌
選
、

の
遺
跡
を
さ
ぐ
る
、
大
成
風
土
篇
、
日
本
古
典
文
學
大

系
本
、

和
泉
。
紀
行
、
私
注
、

契
沖
が
一
友
人
の
俯
侶
の
記
州
の
地
理
に
詳
し
い
の
に
徽
し
て
、

紀
伊
説
を
提
唱
し
て
か
ら
、
爾
後
の
註
胴
雪
は
概
ね
紀
伊
説
に
共

嗚
賛
同
し
て
届
り
、
仙
覺
系
の
近
江
説
と
長
流
系
の
大
和
説
は
、

之
が
た
め
に
厭
倒
さ
れ
た
説
ノ
J

あ
る
。
躙
代
の
註
爬
古
も
敢
て
異

説
を
提
唱
す
る
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
。
然
る
に
土
屋
文
明
氏
は
昭

和
十
七
年
五
月
琥
の
短
歌
研
究
に
於
て
、
和
泉
訛
を
突
如
と
し
て

の
地
名



船
息
二
所

大
輪
田
船
息 「

帥
之
埼
狭
野
」
の
試
訓

提
案
さ
れ
た
の
て
あ
る
。
自
分
は
短
歌
研
究
は
改
造
計
が
創
刊
し

て
以
来
、
一
院
も
峡
さ
ず
購
瞬
し
で
ゐ
た
が
、
通
誡
し
た
こ
と
は

稀
れ
て
昭
和
十
七
年
の
一
揃
ひ
は
製
本
す
る
た
め
に
、
家
か
ら
大

阪
へ
他
の
同
年
の
十
敷
種
の
學
術
雑
誌
と
共
に
蓮
ん
て
一
年
も
置

い
て
あ
っ
た
。
そ
れ
が
不
幸
に
し
て
昭
和
廿
年
三
月
十
四
日
の
大

阪
の
空
襲
の
際
に
燒
け
て
し
ま
っ
た
。
天
沼
拇
士
の
建
築
靡
義
に

テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
っ
た
鐙
籠
と
塔
の
閻
銘
も
其
時
一
緒
に
灰
鼠

に
鐸
し
た
。
土
屋
氏
の
説
を
〖
諏
ん
だ
の
は
『
萬
葉
紀
行
』
と
題
す

る
皐
行
本
に
な
つ
て
か
ら
て
、
そ
れ
も
昭
和
十
八
年
十
二
月
刊
行

常
時
に
買
ひ
な
が
ら
、
訊
ん
だ
の
は
そ
れ
か
ら
四
年
半
後
の
昭
和

廿
三
年
四
月
て
あ
る
。
土
屋
氏
の
新
説
は
非
常
に
示
咬
に
富
む
説

て
あ
る
。
土
屋
氏
の
提
出
さ
れ
た
和
泉
佐
野
へ
は
二
回
程
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
が
、
未
だ
一
度
も
悔
岸
を
歩
い
た
こ
と
は
な
か
つ

た
。
叉
其
町
の
古
代
性
も
今
ま
て
濶
及
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

土
屋
氏
の
説
に
刺
激
さ
れ
て
、
之
を
再
検
討
す
る
の
概
を
得
た
の

て
あ
る
。

．
 

萬
葉
集
の
「
紳
之
埼
」
を
土
屋
氏
の
如
く
和
泉
に
擬
定
す
る
こ

と
は
、
一
應
可
能
の
様
に
思
は
れ
る
。
其
適
合
性
か
ら
遊
離
し
て
、

推
理
の
一
方
法
と
し
て
は
字
面
の
上
か
ら
別
に
秤
格
を
生
じ
な
い

て

あ

ら

う

。

に

は

七

十

四

歳

天

平

十

一

一

の

條

に

在
獅
津
國
兎
原
郡
宇
治

四
六

カ

ン

ザ

キ

コ

ギ

紳
前
船
息
在
和
泉
國
日
根
郡
日
根
里
近
木
郷
内
申
候

即
ち
謂
ふ
所
の
意
味
は
、
近
木
郷
内
の
サ
ル
の
方
角
に
あ
る
と
い

ふ
の
て
候
の
一
字
は
自
分
に
は
意
味
不
明
て
あ
っ
て
、
恐
ら
く
桁

字
て
は
な
か
ら
う
か
。
『
行
基
年
譜
』
は
刊
本
に
依
っ
た
の
て
、

古
紗
の
善
本
に
接
し
な
い
の
て
確
定
的
な
断
案
は
下
せ
な
い
が
、

か
く
恨
定
し
て
後
考
を
侯
つ
。
申
は
酉
南
に
方
る
か
ら
、
丁
度
方

位
的
に
合
致
す
る
。
紳
前
の
船
息
は
近
木
川
の
河
口
附
近
て
あ
ら

う
。
河
口
は
土
砂
を
蓮
ん
て
岬
を
形
成
し
て
届
り
、
其
北
側
が
門

の
如
き
地
形
に
あ
る
か
ら
、
船
の
い
こ
ひ
場
所
と
し
て
は
好
適
て

あ
ら
う
。
そ
こ
に
紳
前
村
が
あ
り
、
薗
前
紳
計
が
祀
ら
れ
た
の
ぞ

J

あ
る
。
『
廷
喜
式
』
に
は
日
根
郡
に
詞
前
紳
計
が
あ
り
、
作
信
友

の
『
前
名
帳
考
読
』
に
は

紳
前
岬
祉
「
志
」
在
紳
前
村
今
曰
在
晶
中
村
領
俗
稲
妙
見

と
見
え
『
大
日
本
史
祠
祇
志
』
に
は

紳
前
紳
祉
今
在
紳
前
村
國
内
帳
為
正
五
位
下

と
あ
り
『
皇
太
紳
宮
儀
式
帳
』
に

紳
前
紳
祉
一
虞
稲
國
生
誹
兒
荒
前
比
衷
命
た
る
説
明
が
あ
っ
て
、

祭
紳
を
明
示
し
て
あ
る
。
明
治
時
代
に
は
脚
前
村
・
加
治
村
・
昌

中
村
が
接
絞
し
て
ゐ
た
が
、
躙
在
は
貝
塚
市
に
合
併
せ
ら
れ
た
筈

オ
カ
ミ

て
あ
る
。
紳
前
薗
祉
は
今
は
近
木
川
河
口
に
近
き
高
廂
紳
祉
に
合

祀
さ
れ
て
ゐ
る
と
の
こ
と
て
あ
る
。
附
祉
地
は
池
の
そ
ば
て
あ
ら

う
。
紳
前
の
位
骰
は
か
く
の
如
く
近
木
川
の
突
端
に
あ
る
岬
を
以



の
試
訓

も
と
か
は
ち

狭

野

の

村

、

別

手

等

が

遠

祖

、

本

川

内

の

の

郡

に

居

り
き
。
地
の
便
よ
か
ら
ざ
る
に
因
り
て
遷
り
て
此
土
に
到
る
。

俯
り
て
云
ひ
け
ら
く
、
此
野
は
狭
け
れ
ど
も
猶
居
つ
べ
し
と
い

か

れ

な

づ

ひ
き
。
故
狭
野
と
琥
く
。

名
語
源
説
話
の
一
菰
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
夙
く
『
大
日
本
地
名

書
』
の
播
扇
揖
保
郡
の
項
に
引
用
す
る
所
ノ
J

あ
り
『
行
基
年
譜
』

の
詞
前
船
息
も
、
同
芯
に
吉
田
東
伍
博
士
が
引
用
し
て
ゐ
る
。
和

泉
が
河
内
か
ら
分
離
し
た
0
は
天
平
賓
字
元
年
て
あ
り
、
右
0
本

文
を
信
用
す
る
と
、
天
平
賓
字
以
前
に
別
岩
軍
手
臼
逃
岨
が
指
磨

に
移
住
し
た
こ
と
に
な
り
、
和
泉
に
届
つ
た
葛
地
を
も
狭
野
と
い

つ
て
居
た
こ
と
を
説
明
し
て
居
る
。
サ
ノ
は
字
羨
通
り
狭
い
野
と

解
胃
す
べ
き
か
或
は
訟
詞
揺
維
氏
0

『
日
本
古
語
厨
典
』
に
い
ふ

如
く
、
榮
野
卯
ち
沃
野
の
義
て
も
あ
ら
う
か
。
或
は
ザ
は
鰍
に
装

語
に
て
野
を
意
味
す
る
だ
け
か
。
例
へ
ば
「
さ
よ
」
「
さ
を
と
め
」

「
さ
む
し
ろ
」
「
さ
な
へ
」
「
さ
に
は
」
「
さ
を
し
か
」
等
の
如

く
名
詞
の
接
頭
語
し
て
の
役
目
す
る
の
み
か
。
或
は
頸
印

的

に

過

ぎ

て

批

難

か

い

が

、

ア

イ

ヌ

語

に

て

は

「

サ

」

一

字

に

て

し

、

叉

「

サ

ノ

」

と

絨

け

れ

ば

「

ザ

」

と

な

つ

て

、

太

古

の

佐

野

て
之
に
考
定
す
る
こ
と
が
出
来
る

土
屋
氏
の
説
か
れ
る
如
く

こ，
 

一
方
佐
野
の
最
古

て
あ
ら
う
。
拇
保
郡

四
七

々
竺
食
了
参
胡
木
新
王
子
。
従
・
（
自

（

融

イ

）

歩

行

也

過

御

所

。

）

を
岬
と
す
れ
ば
隕
る
好
都
合
て
あ
る
が
、
か
か
る
臆
断
が
果
し
て

サ

ズ

許
さ
れ
る
か
。
『
出
雲
風
土
記
』
に
も
狭
布
之
稲
國
の
名
が
見
え
、

八
雲
立
つ
出
雲
の
國
を
斥
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
も
狭
野
の
意
て
あ
ら

う
。
帥
武
天
皇
の
諏
狭
野
尊
は
如
伺
な
る
命
名
法
に
基
く
の
ぞ

J

あ
ら
う
か
。
餃
田
武
郷
が
『
日
本
古
紀
通
冑
』
に
説
く
如
く
、
高

千
穏
山
麓
の
平
野
を
指
し
た
も
の
て
あ
ら
う
か
。
そ
う
す
る
と
、

上
野
0
佐
野
も
同
じ
地
名
語
源
と
な
る
。
萬
葉
集
に
も
荻
野
茅

が
み

（
弟
イ
）
上
娯
子
が
あ
る
。
狭
野
を
大
和
に
求
め
る
説
に
従
ふ
と
、

紳
武
天
皇
の
語
叶
も
大
和
0
地
名
に
基
く
こ
と
と
な
る
。

さ
て
叉
上
記
0
詞
前
紳
祉
に
戻
る
と
『
新
掴
姓
氏
録
』
に
軸
前

蓮
が
あ
り
「
百
胄
國
人
正
六
位
上
買
受
君
之
後
也
」
と
あ
っ
て
、

和
泉
の
地
を
本
貫
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
和
泉
佐
野
は
不
幸

に
し
て
未
だ
古
い
文
獣
に
造
遇
し
な
い
が
『
熊
野
御
幸
記
』
に
依

れ
ば
、
後
島
洞
院
の
御
列
に
屈
従
し
て
、
藤
原
定
家
は
建
仁
元
年

十
月
七
日
、
佐
野
の
王
子
に
詣
て
て
ゐ
る
。
『
眸
書
類
従
』
の
一

本
の
本
文
は
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
が
、
『
明
月
記
』
と
比
較
す
れ

ば
、
少
し
出
入
が
あ
る
。
郎
ち
左
の
本
文
て
あ
る
。
因
み
に
定
家

の

『

熊

野

伽

明

月

記

』

の

一

断

片

的

抜

幸

に

過

ぎ

な

い

こ

と

は

、

を

比

見

ナ

れ

ば

直

ち

に

判

明

す

る

。

後

人

の

る

。



萬
葉
集
「
肺
之
埼
狭
野
」
の
試
訓

（
原
力
）
此
野
云
々
。
参
サ
野
王
子
。

三
條
酉
伽
以
降
の
『
高
野
参
詣
日
記
』
に
も
天
文
二
年
と
お
ぼ
し
き

四
月
廿
二
日
の
條
に
「
さ
の
」
が
見
え
る
。

高
野
に
参
詣
の
こ
と
お
も
ひ
立
て
、
宗
珀
と
い
ふ
も
の
を
し
る

べ
と
た
の
み
て
ま
か
り
た
ち
侍
り
。
さ
の
と
い
ふ
虞
に
輿
か
き

す
へ
た
る
ほ
ど
、
市
人
さ
わ
ぎ
た
つ
る
を
見
て

い
つ
み
な
る
さ
の
の
い
ち
人
た
ち
騒
き
こ
の
渡
り
に
は
家
も

有
け
り

右
の
歌
は
明
ら
か
に
萬
葉
集
の
奥
麿
の
作
を
意
識
し
て
の
詠
て
あ

る
。
錦
倉
、
室
町
時
代
に
は
和
泉
佐
野
は
相
常
な
邑
と
な
っ
て
ゐ

た
の
て
あ
る
。
『
夫
木
和
歌
抄
』
を
巻
廿
九
松
に
次
の
歌
が
載
つ
て

ゐ
る
。
定
家
と
隆
輔
て
あ
る
。

後
鳥
洞
院
く
ま
の
に
御
幸
の
時
道
の
程
の
御
會
に
疇
疇
麟
草

冬
の
日
を
あ
ら
れ
降
は
へ
あ
さ
た
て
は
波
に
な
み
こ
す
さ
の
の

ま
つ
か
せ

熊
野
十
二
首
歌

こ
ま
な
つ
む
さ
の
の
あ
さ
け
に
み
わ
た
せ
ば
松
原
と
ほ
く
ふ

れ
る
白
雪

次
に
歌
枕
と
し
て
の
佐
野
を
地
理
的
考
證
を
省
い
て
順
序
も
な
く

掲
げ
て
み
よ
う
。

〇
涙
こ
そ
行
方
も
知
ら
ぬ
み
わ
の
綺
佐
野
の
あ
た
り
の
雨
の
夕
暮

金

棟

集

源

宜

朝

0
今
宵
を
ば
秋
の
最
中
と
窮
へ
つ
つ
佐
野
の
わ
た
り
の
月
を
見
る

か

な

｀

拾

玉

集

慈

鎮

〇
胴
と
め
て
袖
打
彿
ふ
影
も
な
し
佐
野
0
わ
た
り
の
雪
の
夕
器

藤
原
定
家

拾
遺
愚
草

新
古
今
和
歌
集

0
行
方
な
き
宿
は
と
問
へ
ば
涙
の
み
佐
野
の
わ
た
り
の
村
雨
の
空

拾
坦
愚
草
籐
原
定
家

0
月
に
行
く
佐
野
の
渡
り
の
秋
の
夜
は
宿
あ
り
と
て
も
止
り
や
は

せ

む

新

後

撰

和

歌

集

津

守

國

助

〇
宿
も
か
な
佐
野
の
わ
た
り
の
さ
の
み
や
は
ぬ
れ
て
も
行
か
む
春

雨

の

比

新

拾

這

和

歌

集

源

家

長

0
三
輪
が
綺
荒
磯
み
え
ず
か
く
る
て
ふ
波
よ
り
ま
さ
る
誹
や
く
ち

な

む

夫

木

和

歌

抄

藤

原

為

家

0
三
輪
が
崎
夕
潮
さ
せ
ば
む
ら
千
烏
さ
の
の
わ
た
り
に
翌
う
つ
る

な

り

同

藤

原

毀

家

0
く
れ
ぬ
と
て
宿
か
る
家
も
な
か
り
け
り
さ
野
の
わ
た
り
に
月
は

す

め

ど

も

獅

子

巖

集

涌

蓮

0
こ
よ
ひ
た
れ
枕
も
と
ら
て
み
わ
が
綺
さ
野
の
わ
た
り
の
月
に
行

く

ら

む

六

帖

詠

草

小

澤

菰

庵

0
く
る
し
さ
も
忘
れ
て
ぞ
き
く
時
島
佐
野
の
わ
た
り
の
む
ら
雨
の

本
居
宜
長

自

撰

集

〇
汐
高
く
ふ
ぶ
き
に
偽
る
み
わ
が
綺
さ
の
の
渡
は
け
ふ
や
た
ゆ

ら

む

六

紡

詠

草

小

澤

薦

庵

そ
ら

四
八



「
誹
之
埼
狭
野
」
の
試
訓

0
家
な
ら
ぬ
か
た
も
な
き
ま
て
み
わ
が
崎
佐
野
の
わ
た
り
は
賑
ひ

に

け

り

柿

図

詠

草

加

納

諸

平

〇
雲
ふ
ら
ば
た
ち
ゃ
ょ
ら
ま
し
夕
づ
き
の
か
げ
さ
へ
清
き
佐
野
の

松

原

同

同

歌
人
は
居
な
が
ら
に
し
て
名
所
を
知
る
の
啓
へ
の
通
り
右
の
歌
を

稔
し
て
も
如
は
地
に
郎
し
て
の
作
は
少
い
。
定
家
は
佐
野
王
子
に
参

詣
し
て
ゐ
る
か
ら
葛
買
と
み
ら
れ
る
。
一
方
萬
葉
集
に
は
更
に
二

首
佐
野
の
歌
と
誹
前
の
歌
と
が
あ
る
。

さ
ぬ

秋
風
の
寒
き
朝
け
を
佐
農
の
岡
越
ゆ
ら
む
君
に
衣
貸
さ
ま
し
を

巻

三

三

六

一よさ
ぢ

紳
の
綺
荒
破
も
見
え
ず
袖
立
ち
ぬ
い
づ
く
ゆ
行
か
む
迎
道
は
な

し

に

巻

七

―

二

二

六

前
者
は
山
部
赤
人
の
作
て
あ
っ
て
、
獅
津
の
歌
に
績
い
て
ゐ
る
。か

み

後
者
は
無
名
作
歌
て
あ
る
。
第
一
句
を
三
輪
の
崎
と
訓
む
か
、
紳

の
崎
と
訓
む
か
、
誹
綺
と
訓
む
か
は
速
に
断
定
は
む
つ
か
し
い
。

か
ん
ゼ
ん

し
か
し
こ
れ
を
和
泉
の
佐
野
や
祠
前
に
擬
し
て
も
反
證
は
泉
げ
得

な
い
。
何
毒
に
も
考
定
し
得
る
か
ら
て
あ
る
。
『
延
喜
式
』
の
紳

前
紳
祉
の
振
恨
名
が
、
ど
の
位
古
い
か
は
不
明
だ
が
、
「
カ
ム
サ

キ
」
と
訓
ま
せ
て
あ
る
。
一
方
地
名
の
方
は
蜆
地
に
於
て
「
カ
ウ

ザ
キ
」
と
訓
ん
ノ
J

ゐ
る
ら
し
い
。
誹
戸
が
國
に
よ
つ
て
は
「
カ
ン

べ
」
と
訓
み
、
或
は
「
カ
ウ
ベ
」
と
讀
む
の
類
て
あ
る
。
し
か
し

上
代
の
撥
昔
は
語
頭
に
来
た
場
合
ー
こ
れ
は
漠
昔
か
に

四
九

な
っ
た
も
の
に
隕
る
I
叉
は
語
尾
に
来
た
場
合
殆
ん
ど
「
ウ
」
に

轄
ず
る
の
が
、
日
本
語
の
間
は
し
て
あ
る
か
ら
、
「
カ
ウ
ザ
キ
」

が
二
璧
息
言
を
蜆
は
し
て
ゐ
て
、
「
カ
ン
ザ
キ
」
は
平
安
朝
に
な
っ

て
か
ら
の
訓
み
方
て
あ
ら
う
。
是
が
千
年
来
0
偲
語
て
あ
る
な
ら

ば
、
カ
ウ
ザ
キ
に
従
ふ
0
が
適
切
て
あ
る
。
奥
摩
呂
の
用
字
法
て

は
、
こ
の
訓
を
是
認
し
て
の
上
の
こ
と
て
あ
る
か
は
字
面
の
上
の

み
て
は
決
せ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
岬
前
が
廷
喜
式
以
前
に
株
り
、

狭
野
が
播
磨
風
土
記
以
往
に
潤
源
し
得
る
と
せ
ば
、
之
を
和
泉
に

固
定
せ
し
む
る
こ
と
も
敢
て
図
躇
す
べ
き
理
由
も
な
い
て
あ
ら

う
。
誹
の
字
を
ミ
ヮ
と
訓
ん
て
こ
そ
紀
州
説
は
肯
定
せ
ら
れ
る
が
、

カ
ミ
と
訓
ん
だ
場
合
に
は
紀
州
説
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

ミ
ヮ
と
必
ず
し
も
訓
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
も
見
常
ら
な
い
。

そ
れ
て
奥
麻
呂
の
旅
行
の
道
筋
を
辿
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
誹
之
崎

は
容
易
に
カ
ミ
ノ
サ
キ
と
も
訓
め
る
。
咳
に
於
て
私
は
試
訓
と
し

て
「
カ
ウ
ノ
サ
キ
」
を
提
唱
す
る
。

か

う

さ

き

さ

0

苦
し
ぐ
も
降
る
来
る
雨
か
前
の
綺
佐
野
の
わ
た
り
に
家
も
あ
ら

な
く
に

と
訓
め
ば
、
近
木
川
の
突
端
の
岬
と
近
木
川
、
見
出
川
、
佐
野
川

の
わ
た
り
或
い
は
其
附
近
の
海
岸
の
船
荒
場
を
指
し
た
こ
と
に
な

り
、
士
星
文
明
氏
と
共
に
此
試
論
を
提
出
す
る
所
以
て
あ
る
。
し

か
し
カ
ウ
ノ
サ
キ
は
私
が
始
め
て
提
唱
す
る
試
訓
て
あ
る
。

呂
は
持
統
天
皇
に
供
奉
し
て
難
波
に
来
て
行
宮
て
詔



を
作
っ
て
居
り
、
大
賓
元
年
十
月
に
は
持
統
太
上
天
皇
文
武
天
皇

の
紀
伊
行
幸
に
供
奉
し
て
詠
歌
を
残
し
て
居
る
。
其
折
の
作
歌
と

思
は
れ
る
も
の
、
明
白
な
る
も
の
一
首
を
除
き
、
年
時
不
明
の
も

の
が
三
首
萬
葉
集
に
見
え
る
。
殊
に
磐
代
の
結
松
の
歌
は
有
間
皇

子
を
偲
ん
て
歌
っ
た
作
て
あ
る
。
大
賓
元
年
十
月
の
紀
伊
行
幸
の

御
道
筋
は
詳
ら
か
て
な
い
。
『
絞
日
本
紀
』
に
は
大
賓
元
年
九
月

十
八
日
の
條
に
「
丁
亥
天
皇
幸
紀
伊
國
。
冬
十
月
丁
未
（
八
日
）

車
駕
至
武
漏
温
泉
。
戊
午
(
+
九
日
）
車
駕
自
紀
伊
至
。
」
と
あ
る

の
み
て
あ
る
。
し
か
し
萬
葉
集
に
は
此
時
の
行
幸
に
際
し
多
く
の

歌
が
記
録
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
一
部
分
の
地
名
は
判
明
す
る
。
例
へ

ば
巨
勢
山
（
五
四
）
亦
土
山
（
五
五
）
巨
勢
の
春
野
（
五
六
）
白

崎
（
一
六
六
八
）
三
名
部
の
油
（
一
六
六
九
）
湯
紐
の
崎
(
-
六

七

0
)
白
詞
の
醗
の
浦
（
一
六
七
一
）
黒
牛
測
（
一
六
七
二
）
風

莫
の
液
（
一
六
七
三
）
藤
白
（
一
六
七
五
）
勢
能
山
（
一
六
七
六
）

大
我
野
（
一
六
七
七
）
の
如
き
て
あ
っ
て
、
し
か
も
不
幸
に
し
て

和
泉
は
出
て
ゐ
な
い
。
若
し
こ
の
佐
野
の
歌
を
和
泉
と
す
れ
ば
此

時
の
唯
一
の
例
か
も
知
れ
な
い
。
土
屋
氏
が
指
摘
さ
れ
た
如
く
、

天
平
誹
殴
元
年
の
紀
伊
行
幸
は
大
和
か
ら
紀
伊
に
出
ら
れ
、
和
泉

河
内
を
網
由
し
て
還
幸
あ
ら
せ
ら
れ
た
。
此
道
筋
か
ら
推
測
す

る
と
、
大
賓
元
年
の
時
も
同
じ
て
あ
っ
た
と
も
云
ひ
得
る
の
て
あ

る
。
す
る
と
、
奥
麻
呂
が
和
泉
の
悔
岸
を
通
っ
た
こ
と
も
あ
り
得

る
の
ノ
J

あ
る
。
租
の
粗
架
な
捜
索
て
は
ま
だ
適
確
な
資
料
に
之
以

萬
葉
集
「
肺
之
埼
狭
野
」
の
試
訓

上
遭
遇
し
な
い
の
て
あ
る
が
、
一
先
づ
こ
れ
ノ
L

掴
筆
し
他
日
新
資

料
を
得
る
に
諮
ひ
、
再
び
考
證
の
筆
を
執
る
て
あ
ら
う
。

五

0




